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チャレンジフー
ド
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
、ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
総
合
的
な
支
援

長
崎
市
・
一
般
社
団
法
人
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
な
が
さ
き

ひ
と
り
親
家
庭
の

生
活
支
援
に
取
り
組
む

　
長
崎
市
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
ひ
と
り
親
家
庭
福

祉
会
な
が
さ
き（
理
事
長
：
福
地
照
子
氏
）は
、
昭
和

25
年
に
戦
後
に
未
亡
人
と
な
っ
た
人
た
ち
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

母
子
・
父
子
家
庭
の
支
援
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
平

成
28
年
4
月
に
法
人
格
お
よ
び
名
称
を
変
更
し
て
い

る
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
支
援

事
業
や
自
立
支
援
事
業
、
日
常
生
活
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
県
と
市
の
委
託
を
受
け
、
長
崎
県
ひ

と
り
親
家
庭
等
自
立
促
進
セ
ン
タ
ー
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
な

が
さ
き
」
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぴ

っ
ぴ
」、
生
活
上
の
問
題
を
抱
え
た
母
子
の
自
立
支

援
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
一
時
保
護
を
行
う
「
母
子
生
活

支
援
施
設
」
を
運
営
す
る
ほ
か
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
自
主
事
業
と
し
て
「
子
ど
も
食
堂
な
が
さ
き
」
の

運
営
を
開
始
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
相
談
支
援
事
業
で
は
、
来
所
や
電
話
に

加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
を
活
用
し
た
相
談
事
業
を
夜
間
対
応
も
含
め
て

実
施
し
て
い
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

ひ
と
り
親
家
庭
の
総
合
的
な
支
援

　
同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
、
ひ
と
り

親
家
庭
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
『
宅
（
食
）
所
』『
健
康
』

『
相
談
』
総
合
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
生
活
に
支
援
を
要
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

宅
所
で
の
食
料
提
供
と
と
も
に
、
総
合
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、①
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
組
織
化
、

②
宅
所
「
居
場
所
」
へ
の
食
材
提
供
、
③
宅
所
で
の

「
健
康
」「
相
談
」「
学
習
」
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
支

援
を
実
施
し
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の

山
本
倫
子
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
長
崎
市
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
機
能
が
き
ち
ん

と
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
食
料
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
に
適
切
に
提
供
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
品
質
管

理
も
十
分
で
は
な
く
、
支
援
者
と
利
用
者
の
双
方
が

安
心
し
て
活
用
で
き
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一

つ
は
、
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
な
か
で
、
食
の
支

援
以
外
に
も
学
ぶ
機
会
が
な
け
れ
ば
、
生
活
に
支
援

を
要
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
質
は
向
上
し
な

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
食
料
支
援
で
は
宅
配
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
は
家
庭
環
境
や
子
ど
も
の
状
況
な
ど

が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
助
成
事
業
で
は
相
談

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
一
般
社
団

法
人
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
な
が
さ
き
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　フードバンクシステムの組織化によ
り「つなぐBANK」を構築されました。
また、食料支援においては、既存の宅
配による形態から特定の場所（宅所）
に足を運んで受け取りに来てもらう形
態へ発展させました。これにより、顔
なじみとなることで相談を受けやすい
環境を作ることに成功し、必要な利用
者には弁護士などの専門家へつなぐ総
合的な支援を行いました。
　地域の生活課題に対するソーシャル
アクションを周到な準備のうえ実行
し、地域共生社会の実現に向けて取り
組まれたことは、高く評価します。
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対
応
や
居
場
所
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
宅
所
を
つ
く

り
、
利
用
者
に
食
料
を
受
け
取
り
に
来
て
も
ら
う
仕

組
み
と
す
る
こ
と
で
、
来
所
し
た
利
用
者
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
職
と
連
携
し
て
総
合
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
以
下
、「  

」
内
は
山
本
事

務
局
長
の
説
明
）。

　
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
長
崎
県
の
こ
ど

も
家
庭
課
や
県
民
協
働
課
、
長
崎
市
の
子
育
て
支
援

課
、
廃
棄
物
対
策
課
な
ど
の
行
政
に
加
え
、
歯
科
医

師
会
、
弁
護
士
事
務
所
、
学
校
関
係
者
、
生
活
協
同

組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
を
毎

月
開
催
し
、
課
題
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
多
様
な
主
体
と
協
働
し

て
事
業
を
実
施
で
き
た
要
因
と
し
て
、

事
業
を
計
画
し
た
2
年
ほ
ど
前
か
ら
行

政
や
関
係
機
関
、
支
援
団
体
な
ど
に
対

し
、
構
想
す
る
シ
ス
テ
ム
の
説
明
と
協

力
を
依
頼
し
、
連
携
体
制
を
構
築
し
て

か
ら
助
成
事
業
に
申
請
し
た
経
緯
が
あ
る
と
い
う
。

「
つ
な
ぐ
B
A
N
K
」シ
ス
テ
ム
を
構
築

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
組
織
化
で
は
、
県
内
外
の
企
業

を
訪
問
し
、
目
指
す
フ
ー
ド
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
姿

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
約
30
社
の
企
業
や
個
人

な
ど
か
ら
定
期
的
な
食
品
提
供
の
合
意
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
集
め
ら
れ
た
食
品
は
、
賃
貸
契
約
し
た
食
料
倉
庫

で
保
管
し
、
寄
贈
さ

れ
た
食
品
に
通
し
番

号
を
振
り
、
そ
の
番

号
で
一
括
管
理
す
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
厳
重
な
品
質
チ
ェ
ッ
ク
と
、
確
実
に
賞

味
期
限
内
に
食
品
提
供
が
で
き
る
「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
」を
構
築
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」で
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
す
る
宅
所
で
の
食
料
提
供
の
ほ
か
、
地
域

の
子
ど
も
食
堂
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
も
提
供
し

て
お
り
、
宅
所
で
配
布
す
る
も
の
以
外
の
食
料
提
供

の
情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
る
「
買
い
物
機
能
」
を
備

え
た
。
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事業の円滑な実施に向け、行政や関係機関、支援
団体などで構成する運営委員会を毎月開催した

食料を保管する
フードバンク倉
庫。 食 品 の 在
庫・品質を管理
するトレーサビ
リティシステム
や買い物機能を
備えた「つなぐ
BANK」システ
ムを構築

一般社団法人ひとり親家庭福祉会ながさき
フードバンクシステムによる、ひとり親家庭生活困窮世帯への
「宅（食）所」「健康」「相談」総合支援事業

令和元年度事業

助成額
700万円

【事業概要】
　生活に支援を要するひとり親世帯への総合的な支援を目的に、構築したフードバ
ンクシステムを活用し、相談機能を備えた宅所で食料や日用品の提供を行うととも
に、来所した利用者の健康確認や生活相談、子どもの学習支援などを実施する事業

【実施内容】
◆�フードバンクの組織化
食品ロスが食料を必要とする
人たちに適切に提供されるよ
う、利用者と食品を寄贈する
企業の双方が安心できるフー
ドバンクシステムを構築

◆�宅所「居場所」への食材提供
長崎市の児童扶養手当を受給
するひとり親世帯を対象に、相
談対応や居場
所としての機
能をもつ宅所
で食料や日用
品などを提供

◆�宅所での「健康」「相談」「学習」
ソーシャルワーク支援
宅所に来所した利用者に対し、
食料支援とともに多職種連携
によるワンストップの相談対
応など総合的な支援を実施

事業概要

【成果】
◆「フードバンクシステムの組織化」では、長崎県内外の企業を訪
問し、約30社から定期的な食品提供の合意を得た。寄贈された
食料の在庫・品質を管理するトレーサビリティシステムや買い物
機能を備えたシステムを構築した
◆2カ月に1回実施した「宅所『居場所』への食材提供」は、ひとり
親世帯312人（106世帯）に対して実施。
　　また、新型コロナの緊急支援として宅所での食材提供の対象か
ら外れたひとり親世帯をはじめ、地域の子ども食堂や学童保育、
児童養護施設にも追加の食料支援を随時行い、延べ1430人へ食
料を提供した
◆宅所に来所した利用者に対しては、メンタルや健康、法律、就労、
進学資金の貸付に関する相談対応のほか、子どもの学習支援を実
施した。多職種で連携することにより、各種相談にワンストップ
で対応することができた
　　対面による食料提供を行うことで、顔見知りになり、利用者が
気軽に相談ができたり、親子で来所した子どもの様子をみること
で課題の早期発見につながるケースもあった

▼
　事業の波及効果として、「つなぐBANK」のシステムが、長崎県
の「子どもの貧困対策総合事業」（令和2年度～4年度）の施策と
なり、山本事務局長が総合事業のアドバイザーに就任し、「つなぐ
BANK」を県内へ広げていくことを構想している
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　「『
買
い
物
機
能
』は
、合
意
書
を
交
わ
し
た
団
体
等

に
Ｉ
Ｄ
番
号
を
渡
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ロ
グ
イ
ン
し

て
も
ら
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
す
ぐ
に
提

供
が
可
能
な
食
料
や
日
用
品
な
ど
の
商
品
リ
ス
ト
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
団
体
が
希
望
す
る
商

品
を
選
択
す
る
と
、
事
務
局
に
自
動
で
メ
ー
ル
が
届

き
、
用
意
し
た
商
品
を
利
用
団
体
に
受
け
取
り
に
来

て
も
ら
う
か
た
ち
で
提
供
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。『
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
』
で
提
供
す
る
商
品
は
食

料
だ
け
で
な

く
、
日
用
品

や
ラ
ン
ド
セ

ル
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
学
用
品
な
ど
の
提
供

も
行
っ
て
お
り
、
高
い
需
要
が
あ
り
ま
す
」。

ひ
と
り
親
家
庭
１
０
６
世
帯
を
含
め

延
べ
１
４
３
０
人
に
食
料
を
提
供

　「
宅
所
へ
の
食
材
提
供
」
は
、
生
活
保
護
世
帯
を

除
く
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
ひ
と
り
親
世
帯

を
対
象
と
し
た
。

　
支
援
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
長
崎
市
の
協
力
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
に
訪
れ
た
ひ
と
り
親
家

庭
の
保
護
者
に
事
業
の
説
明
や
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
も
ら
い
、「
つ

な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」

を
活
用
し
た
宅
所

で
の
食
料
提
供
と

総
合
支
援
の
希
望

者
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
２
０
０
世
帯

の
応
募
が
あ
っ

た
。
そ
の
な
か
か

ら
地
域
や
家
族
構

成
、
生
活
レ
ベ
ル

な
ど
を
勘
案
し
、

１
０
６
世
帯
を
選

定
し
た
。

　
宅
所
で
の
食
料

支
援
は
２
カ
月
に

１
回
の
頻
度
で
実

施
し
、
米
や
レ
ト

ル
ト
食
品
、
冷
凍

食
品
、
缶
詰
、
菓

子
な
ど
を
詰
め
合

わ
せ
た
食
品
セ
ッ
ト
を
１
０
６
世
帯
３
１
２
人
に
対

し
て
提
供
し
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
緊
急
支
援
と
し
て
、
宅
所
で
の
食
材
提
供

の
対
象
か
ら
外
れ
た
ひ
と
り
親
家
庭
を
は
じ
め
、
地

域
の
子
ど
も
食
堂
や
学
童
保
育
、
児
童
養
護
施
設
に

も
追
加
の
食
料
支
援
を
随
時
行
い
、
延
べ
１
４
３
０

人
へ
食
料
を
提
供
し
た
。

来
所
し
た
利
用
者
に

総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

　
宅
所
に
来
所
し
た
利
用
者
へ
の
総
合
的
な
支
援
で

は
、
運
営
委
員
会
の
弁
護
士
や
歯
科
医
師
、
社
会
福

祉
士
、
臨
床
心
理
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
行
政
職

員
な
ど
と
相
談
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
け
、
メ
ン
タ
ル

や
健
康
、
法
律
、
就
労
、
進
学
資
金
の
貸
付
な
ど
の

各
種
相
談
に
対
応
し
た
。

　
相
談
支
援
の
際
に
は
、
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

で
、
利
用
者
は
子
ど
も
や
時
間
を
気
に
せ
ず
相
談
が

で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
た
。

　
相
談
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、メ
ン
タ
ル
関
係（
9

件
）や
、子
ど
も
の
進
学
な
ど
の
貸
付
相
談（
9
件
）、

歯
科
相
談（
7
件
）、弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談（
3
件
）

の
ほ
か
、
就
労
や
住
宅
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
多
様
な
専
門
職
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
種
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　「
相
談
対
応
や
居
場
所
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
あ

わ
せ
た
宅
所
で
食
料
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
談
に
躊
躇

し
て
い
た
保
護
者
が
支
援
者
と
顔
見
知
り
に
な
り
、

気
軽
に
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
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宅所では行政や関係機関と連携し、来所
した利用者の健康確認やメンタル、法律、
貸付に関する相談対応のほか、子どもの
学習支援など総合的な支援を実施した

相談機能をもちあわせた宅所で、利
用者に対面で食料提供を行う様子

新型コロナウイルス感染症の緊急支援として、宅所での食材提供の対象以外のひ
とり親世帯をはじめ、地域の子ども食堂や学童保育、児童養護施設に追加の食料
支援を行った
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
所
す
る
際
に
は
必
ず
親

子
で
来
る
た
め
、
子
ど
も
の
様
子
を
確
認
で
き
る
こ

と
に
よ
り
、
課
題
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
あ
ざ
の
あ
る
子
ど
も
が
い
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
母
親
の
仕
事
が
忙
し
く
、
子
ど

も
の
学
校
の
迎
え
を
前
夫
に
頼
ん
だ
と
き
に
虐
待
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
弁
護
士
や
児
童
相
談

所
に
つ
な
い
だ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」。

　
な
お
、
2
回
目
以
降
の
宅
所
で
の
食
料
提
供
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
相
談
ブ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
相
談
希

望
者
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
を
受
け
付
け
、
内
容
に

応
じ
て
専
門
職
に
つ
な
ぐ
対
応
を
し
て
い
る
。

「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」を

県
内
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
構
想

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
山
本
事
務
局
長
は
フ

ー
ド
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
宅
所
で
の
食
料
提
供
と
と

も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
、
支
援
団
体
と
連
携
し
て

総
合
的
な
支
援
を
行
う「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
る
。

　「
こ
の
よ
う
な
支
援
活
動
は
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
利
用
者
に
宅
所

へ
来
所
し
て
も
ら
う
仕
組
み
と
す
る
こ
と
で
、
宅
配

な
ど
の
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
利
用
者
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、効
率
的
か
つ
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。ま
た
、助
成
期
間
中
は
、食
料
倉
庫

を
賃
貸
契
約
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
長
崎
県
が

所
有
す
る
建
物
の
部
屋
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
連
携

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
事
業
を
安
定
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
長
崎
市
以
外
の
地
域
か
ら

も
食
料
支
援
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」。

　
助
成
事
業
終
了
後
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、「
つ

な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」の
シ
ス
テ
ム
が
、長
崎
県
の「
子
ど

も
の
貧
困
対
策
総
合
事
業
」の
３
年
間（
令
和
２
～

４
年
度
）の
施
策
と
な
っ
た
こ
と
や
、こ
れ
ま
で
県
内

に
な
か
っ
た
「
長
崎
県
子
ど
も
の
貧
困
総
合
相
談
窓

口
」と「
長
崎
県
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
窓
口
」
の
運

営
を
同
法
人
が
委
託
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、山
本
事
務
局
長
が
、長
崎
県
か
ら「
子
ど

も
の
貧
困
統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
任
命
さ
れ
、
県

内
の
各
地
域
を
回
り
、
行
政
と
協
働
し
な
が
ら
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
今
後
は
県
内
20
市
町
に
対
し
『
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
』の
拠
点
を
つ
く
り
、支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

当
法
人
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
支
援
団
体
な
ど
に
運
営
を

担
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
や
シ
ス
テ
ム
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

県
内
に
広
が
る
こ
と
で
、
ひ

と
り
親
家
庭
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
総
合

的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
災

害
時
の
支
援
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
宅
所
で
の
食
料
支
援
と
と

も
に
、
行
政
や
関
係
機
関
、

支
援
団
体
と
連
携
し
て
総
合

的
な
支
援
を
行
う
同
法
人
の

取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　平成 30 年に長崎県が独自に実施し
た調査では、県内の 10 人に 1 人の子
どもが貧困という結果があり、最近で
は新型コロナウイルスの感染拡大の影
響により、母親が仕事を失ったり、仕
事はあるものの、子どもが家にいる時
間が長くなり、家計の支出が増えてい
るという相談が多くなっている現実が
あります。
　そのようななか、ひとり親家庭をはじめとする生活困窮者
世帯を支える「つなぐ BANK」のような仕組みが、行政でな
くてもつくれることや、貧困は身近な問題であるということ
が地域に理解されたことは大きな成果だと感じています。
　今後は、生活に困窮する子どもたちが一人でも支援から取
りこぼれないように取り組んでいきたいと考えています。

一般社団法人ひとり親家庭福祉会ながさき

事務局長　山本  倫子氏

貧困に対する地域の理解が深まる

〒850－0054  長崎市上町 1 番 33 号 社会福祉会館 3 階
T E L： 095－828－1470
F A X： 095－828－1476
U R L： https://www.nagasakishi-boshikai.jp/
設　立：昭和 44 年 1 月
理事長：福地　照子

◆団体概要
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